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アザレア・セブン　アカデミー生　

穴井 紫乃
　　
鎌田在住、磐田農業高校3年生。全国高校
ラグビー選手権に出場した兄に憧れ、アザ
レア・セブンの発足を機にラグビーを始め
る。高校では動物部に所属し、幼稚園の頃
から新体操も続けている。好きな食べ物は
焼きそば。

Shino Anai

櫻井 あかり
　
中泉在住、磐田南高校3年生。2015年ラグ
ビーワールドカップでの日本代表の活躍に
感化され、中学生でラグビーを始める。将
来は「ラグビーの審判など裏方として支えた
い」と話してくれた。好きな食べ物はメロン
の生ハム巻き。

Akari Sakurai

　今年3月に発足した県内唯一の女子7

人制ラグビーチーム「アザレア・セブン」

にアカデミー生として2人の女子高生が

参加している。

　女性がラグビーをする上で大変なこ

とはありますか？との問いに「特に女性

だから大変だと感じたことはないです」

とそろって力強く答えてくれた。競技

歴が3カ月とまだ浅い穴井選手は「タッ

クルは少し恐怖があるけれど、だんだ

ん慣れてきました」とはにかみながら答

える。

　「激しいスポーツではあるけれど、

『ノ
※

ーサイド』の言葉に代表されるよう

なラグビーならではの紳士的なところ

に惹かれました」と櫻井選手。

　ラグビーワールドカップ2019年大会

に期待する思いを櫻井選手は「キャンプ

地になっているのでサインペンを持ち

歩いてワールドカップに出場する外国

人選手にサインをもらいたいです」と話

し、穴井選手は「もう一度前回のワール

ドカップのように日本の風を巻き起こ

してほしい」と日本代表に期待する思い

を語ってくれた。
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3 2019年（令和元年）7月号 ※試合が終わった後に健闘をたたえ合うラグビーの精神




